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イオン九州とソフトバンク、 

ラストワンマイルの物流効率化を目指して協業 
～日本初、ネットスーパーの 22時以降の夜間配送を、イオンショッパーズ福岡店において

実証実験～ 

 

 

イオン九州株式会社（本社：福岡市博多区、代表取締役社長：柴田 祐司、以下「イオン九州」）とソフ

トバンク株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長 兼 CEO 宮内 謙、以下「ソフトバンク」）は、

イオン九州の店舗からの商品配送を ICT（情報通信技術）によって効率化することを目指し、物流分野に

おいて協業することになりましたので、お知らせします。 

 

両社は物流の効率化を目指し、お客さま宅までの商品配送業務（ラストワンマイル配送）の実証実験に

取り組んでいます。協業の第 1段階では、2019年 6月から、夜間配送の需要調査としてイオンショッパー

ズ福岡店（福岡市中央区天神）のネットスーパーの注文品を、夜間 22～23時を含む時間帯にお客さま宅

へ配送する実験を行っています。ネットスーパーの注文品を 22時以降に夜間配送するのは、日本初となり

ます※。また第 2段階として、ネットスーパーの注文品をお客さま宅まで配送する業務を、地域の配送ド

ライバーとマッチングするシステムの実証実験に今後取り組んでいきます。 

 

共働き世帯の増加や高齢化社会の進行により、買い物の負担を軽減できるネットスーパーはさらなる需

要が期待されています。特に九州エリアは、高齢化の影響で、店舗まで日用品を購入しに行くことに不便

や苦労を感じる方が増えていることが課題であり、ネットスーパーはその解決手段として高い期待が寄せ

られています。 

 

一方、ネットスーパーの配送業務においては、お客さまへの荷量が日によって異なるにもかかわらず、

常時、配送車両のトラックを一定数確保する必要があり、余分なコストの発生や急な需要の変化に対応で

きないなどの課題があります。このため、即日配送や夜間配送に十分な対応ができず、当日の受け取りニ

ーズが高い生鮮食品などにおいては、ネットスーパーの利用が十分に進んでいない状況があります。 

 

両社は、需要に応じた配送車両の手配や配送コストの最適化を実現することで、夜間も含めて、お客さ

まのニーズに合わせた配送サービスを行うことを目指しています。実証実験では、協業パートナーである

CBcloud株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役：松本 隆一）の配送マッチングサービス

「PickGo」を活用して、荷量に応じて必要な時に、必要な車両数だけを手配し、地域の登録ドライバー

とマッチングして配送を行っていきます。これによりこれまで十分に対応できなかった、22時以降の配

送需要にも対応し、お客さまの利便性の向上を図ります。両社は、イオンショッパーズ福岡店での実証実

験を踏まえ、今後さらに配送対応時間を拡大することを目指します。 

 

両社は、社会の課題解決に向けて、今後もさまざまな協業を進めていきます。 
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＜実証実験の様子（イオンショッパーズ福岡店）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ ソフトバンク調べ。この実証実験では、15時までの注文で当日 23時までの受け取りが可能です。（一部地域を除く） 

 
 

 SoftBankおよびソフトバンクの名称、ロゴは、日本国およびその他の国におけるソフトバンクグループ株式会社の登録商標または商標です。 
 その他、このプレスリリースに記載されている会社名および製品・サービス名は、各社の登録商標または商標です 

 

【本件に関する報道機関からの問い合わせ先】 

 イオン九州株式会社  コーポレートコミュニケーション部 Tel：092-472-0324 

ソフトバンク株式会社 広報室 Tel：03-6889-2301 E-mail：sbpr@g.softbank.co.jp 

 


